
       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集まれ！縫
ぬう
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「ぬうのとくえ」ってだれやねん？と思われる

方が大多数かと思います。実は、今年 2 月「助け

られ上手講座」の寸劇での登場人物です。南あわ

じ市でボランティアをしており、縫物がめっぽう

得意という人物設定です。 

この度、社協では縫物のボランティアさんを募

集しています。というのも、現在新型コロナウイ

ルスの流行により、日本国中の使い捨てマスクが

品薄の状態です。ニュースでは医療機関でさえ品

薄とか!?そこで、使い捨てでなく、洗って何度で

も使用できる布製のマスクを作って、子供たちや

困っている方たちにお分けしたいと思っていま

す。また、「ぬうのとくえ」さんでなくても、 

「 」さんも大歓迎です。 

   

 

おもいやりポイント制度説明会 

日時： 月 日（木）１4時～ 

場所：北阿万地区公民館 

内容：おもいやりポイント制度 

   に関する個別相談 

 

 と一息 

 
 チャレンジ！春クイズ 

春の和菓子と言えば桜餅ですが、桜餅に使われてい

る葉は何という名前の桜の葉が使われているのでしょ

うか？    ➀ ソメイヨシノ 
② カンヒザクラ      答えは裏面を 
③ オオシマザクラ   チェック     

令和２年度 ボランティアセンター年間予定 

     

         災害ボランティア養成講座           
            ボランタリー助成金エントリー受付 

                             
      サマーチャレンジボランティア                コミュニケーション講座 

                                              
                              

       
 

       

       

講座中止のお知らせ 

 予定しておりました下記の講座について

は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のた

め、中止となりました。参加を予定されてい

たみなさまには本当に申し訳ございません。 

■４月～６月 

朗読ボランティア講習会【初級】 

■４月 18 日（土） 

  ボランティア入門講座 

来年度は開催予定ですので、ぜひご参加ください。 

ボランティア保険は 平日 ８時 30分～17時 15分 社協窓口にて受付けています。 

マスク用に使える 

なども募集中！ 

赤い羽根共同募金強化月間 ボランティアのつどい 

助けられ上手講座 

令和２年 令和３年 
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新型コロナウイルスの流行により集会等集まる場が縮小傾向になり、お出かけの機会をなくして

しまう高齢者も増えてきています。また、子どもたちは学校が休校になり、尋常でない動きをせざ

る得ない状況です。 

 そのような中、子どもたちやそのお母さんたちを含めた集まりを企画しているサロン、行き場の

ない子どもたちを預かってくれる集まりの場、学童保育やそれをお手伝いされている放課後こども

教室など南あわじ市の熱いマンパワーが存在しています。 

 正しく菌を除去し、免疫力を高め、口角をあげ大笑いをして楽しいと思える日を送ることが大切

だと思います。転ばぬ先の杖はもちろん必要ですが、ちょっと一息ついて、ケセラセラ（Que 

sera,sera.スペイン語 なるようになるさ）と張りつめた糸を結びなおしてやるのも気分転換です。

そして、この苦闘が早く終わりますようにと願うばかりです。 

2020.4 

！
クイズの答え ➂オオシマザクラ 

葉が大きくて産毛が小さく、柔らかいので
食べやすい事もあり桜餅に使われるよう
になりました。また、クマリンと呼ばれる
芳香族化合物が含まれており桜餅の独特
の良い香りは、クマリンによるものです。 

こんな時だからこそ支え合い 

 

   新田北サロン 
制限のかかることの多い中、３月２３日新田 

北サロンでは近くの子どもやそのお母さんたち 

を含めたサロンが開かれました。人権ビデオを 

みんなで鑑賞し、折り紙や切り紙をして有意義 

なひと時を送りました。 

幼いころの子どもたちを知っているので「もうこんなに大きくなったんやね」とサロンの参加者の表情も

感慨深いものがあったようです。帰りにはお土産にとお菓子の詰め合わせをもらいながら、「休みの日にこ

んなのをしていたらまた来たい‼」と嬉しそうに帰っていく子どもたちの姿を見送る大人たち。地域のほほ

えましい一幕でした。 

まちの子はみんなわが子   
阿万では、子育てサロン「子育てママクラブ」をされ 

ている出田さんが、仕事を休めない方のために、子ども 

の預かりをされました。近くで子どもの預かりをしてい 

るところと合同で、焼き芋や、アウトドアクッキングなどをしていました。木の葉や枝を拾って、火をおこ 

す子どもたちの目は、いきいきしていました。お母さんも、サロンからの付き合 

いで、今回はとても助かったと話されていました。地域からの差し入れがあった 

り、ボランティアの方が関わっていたり、こんな時だからこそ地域のみんなで地 

域の宝」である子どもを支えている阿万の熱い思いを感じました。みなさんの力 

を合わせてこの危機を乗り切りましょう！ 


